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既設 既設
更生 更生

ｍ 36.29 55.28 91.57

更生延長 ｍ 36.29 55.28 91.57
鋼製ﾘﾝｸﾞ

(幅55mm×厚さ6mm,間隔250mm) ｍ 36.29 36.29
鋼製ﾘﾝｸﾞ

(幅50mm×厚さ6mm,間隔250mm) ｍ 55.28 55.28
かん合部材・

表面部材使用量 ｍ 6,060 8,347 14,407
かん合・表面

接続部材使用量 個 1,169 1,661 2,830

鋼製ﾘﾝｸﾞ組立工 ｍ 36.29 55.28 91.57

かん合・表面部材組付工 ｍ 36.29 55.28 91.57

曲がり部加工 箇所 1 0 1

充填設備工 式 1 1 2
当該延長当り 当該延長当り

充填工 ｍ３ 36.65 48.65 85.30
(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ充填材3号） 当該延長当り 当該延長当り

充填材 ｍ３ 37.39 49.62 87.01

混練工 式 1 1 2

管口仕上工 箇所 2 2 4

φ200以下 箇所 0

φ200超～φ500未満 箇所 0

φ500以上 箇所
管理孔口仕上工

(取付管口仕上工) φ500以上 箇所 2 1 3
流入管口仕上工

φ500以上 箇所 4 4

足掛金物撤去工 本 6 8 14

足掛金物設置工 本 6 8 14

足場材設置・撤去工 既設管口径高2000mm超 空m3 99.24 101.68 200.92

本管止水工 Y字管工(BOX) ｍ 0.00 41.00 41.00

Y字管工(円形)SWライナー 0.00 4.20 4.20

取付管口止水工 Y字管工(φ150） ｍ 0.00 0.00 0.00

水替工 式 1.0 0.0 1.0

換気工 日 21.0 31.0 52.0

人日 66.0 160.0 226.0

φ200以下 箇所 0 0 0

φ200超～φ500未満 箇所 0 0 0

φ500以上 箇所 0 0 0

木根／パッキン 箇所 0 0 0

継手ズレ 箇所 0 0 0

モルタル 箇所 0 0 0
昼間

ｍ 36.29 55.28 36.29
夜間

SWライナー区間 ｍ 6.10 61.38
昼間

ｍ 36.29 55.28 36.29
夜間

SWライナー区間 ｍ 6.10 61.38

換気工 日 1.5 2.0 3.5

付帯工

3人配置（交代要員含む） 5人配置（交代要員含む）

□3005×2910 □2705×2680～2740×3055

□2815×2720 □2525×2500

既設管補修工
（直工）

更生材料

既設管補修工
（準備費）

取付管突出

換気工
（準備費）

換気工
（直工分）

交通誘導員

管渠内調査工
（準備費）

管渠内洗浄工
（準備費）

製管工

取付管口仕上工

裏込充填工
管更生工

管路延長

管渠延長

仮締切工
（直工分）

西下第4号 万代排水区栗ノ木分区万代幹線管更生工事（第3・第8工区）当初

本 管 更 生 工（ 複 合 管 ） 数 量 総 括 表（補助工事） 

工    種 細　　目 細々目 単位 合　　計
第8工区　夜間第3工区 昼間
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本管更生工（複合管）数量計算書

更生材1

鋼製ﾘﾝｸﾞ
(m)

かん合部材
(m)

表面部材
(m)

かん合部材
用

接続部材
（個）

表面部材用
接続部材
（個）

No143220120 点検孔 3.12

No143220130 点検孔 3.95 0.00 36.29 36.29 36.29 36.29 6,060 6,060 1,169 1,169 37.39 36.29 36.29 1 1 36.65 1

143220040-2 点検孔 3.09

No143221040 点検孔 3.13 0.00 55.28 55.28 55.28 55.28 8,347 8,347 1,661 1,661 49.62 55.28 55.28 0 1 48.65 1

管路
番号

管径
(mm)

更生
管径
(mm)

人孔
番号

人孔
種別

管路
延長
(m)

土被り
（ｍ）

管渠
減長
(m)

更生
延長
(m)

準備工（事前） 技術管理工（事後） 管更生工

混練工
(式)

充填工
(m3)

管渠内
洗浄工
(m)

本管
調査工
(m)

管渠内
洗浄工
(m)

本管
調査工
(m)

更生材料 製管工 裏込充填工

更生材2 更生材3
充填材
(m3)

鋼製ﾘﾝｸﾞ
組立工
(m)

かん合・
表面部材
組付工
(m)

曲がり部
加工

（箇所）

充填
設備工
（式）

第3工区 昼間 □3005×2910 □2815×2720 36.29

第8工区　夜間
□2705×2680
～2740×3055

□2525×2500 55.28

合計 91.57
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１．管きょ内洗浄工・調査工

 1.1　施工前本管管きょ内洗浄工・調査工延長

 1.2　土砂処分工

土砂処分量＝本管管きょ延長×閉塞断面積 土砂深＝ 5 ％

 1.3　事前処理工

※止水工・クラック・継手ズレに関しては調査項目破損・クラック、継手ズレ判定A,Bランクを計上。

２．水替工

水替工 台 ※見積書参照
ｍ ※更生延長×2台 新潟市指示

路線 既設管 路線延長 マンホール寸法 管きょ 取付管本数

(m) (本)
番号 呼び径 上 流 下 流 延長

36.29 点検孔 点検孔 36.29

(mm) (m) (m) (m)

0第3工区 昼間 □3005×2910

36.29 0

本管径 本管管きょ延長 閉塞断面積 土砂処分量

計 36.29

(m) (m
2
) (m

3
)

路線 取付管突出（箇所） 本管止水工 取付管口止水工（φ150）
木根／パッキン 継手ズレ モルタル

番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上 （m） （m） （箇所） （箇所） （箇所）

あり 水替えポンプ据付

配管設置撤去工

別 途 計 算
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３．製管工

 3.1 既設管条件

路線 既設管呼び径 既設管実内径 管きょ延長 備考

番号 (mm) (mm) ①(m)
第3工区 昼間 □3005×2910 □3005×2910 36.29 全周

計 36.29

 3.2　更生材使用量

(1) 路線番号 第3工区 昼間 全周

既設管実内径： □3005×2910 mm 更生断面 □2815×2720

1) 鋼製リング 工法協会積算資料 P13,P15
鋼製リング＝ 36.29 m (管きょ延長)・・②

鋼製リング標準使用量＝ 管渠延長(m)÷鋼製リング間隔0.25(m)+1(組)
36.29 ÷0.25　＋ 1 = 147 リング

各部材一周当たり使用枚数＝標準仕上げ内周長(m)÷0.061m(表面部材1枚当たり幅)
10.179 ÷0.061 ＝ 167 枚

2) かん合部材・表面部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各部材使用量＝ 各部材1周当たり使用枚数（枚）×管きょ延長（ｍ）

＝ 167 枚　× 36.29 ｍ
＝ 6,060 ｍ･･･③

3) かん合・表面接続部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各接続部材使用量＝ 各部材１周当り使用枚数(枚)×(管きょ延長5.0切上げ(m)÷

嵌合部材定尺5.0(m)-1)
＝ 167×(40.0/5.0-1)
＝ 1,169 個・・④
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(2) 更生材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 更生材1 更生材2 更生材3
番号 呼び径 （鋼製リング） （かん合部材） （接続部材）

（表面部材）

① ② ③ ④
(mm) (m) (m) (ｍ) (個)

第3工区 昼間 □3005×2910 36.29 36.29 6,060 1,169

計 36.29 36.29 6,060 1,169

(3) 足場材設置・撤去工
既設渠高-2m 既設渠幅 管きょ延長

（ｍ） （ｍ） （ｍ）
足場材（空ｍ3）＝ 0.910 × 3.005 × 36.29

＝ 99.24 空ｍ3

(4) 曲がり部加工 1 箇所
（屈曲角度が12°以上もしくは曲率半径12m以下）の箇所

　協会積算資料P-46
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４．充填工

(1) 路線番号 第3工区 昼間 全周

既設管実内径： □3005×2910 mm

既設管口断面積A1＝ 8.512 m2

更生管口断面積A2＝ 7.390 m2

1m当り充填材注入量Ａ＝ 既設管口断面積A1-更生管口断面積A2-1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 8.512 -   7.390

＝ 1.01 m3/m (②)
(１m当り嵌合・表面部材断面積：協会積算資料 P40  )

1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 各部材１周当り使用枚数×(かん合部材断面積+表面部材断面積)

＝ 167 ×（2.470×10-4m2＋4.493×10-4m2）

＝ 11.628 ×10-2m3/m

(2) 充填材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 充填材1m 割増率 充填材 充填材
番号 実内径 当り使用量 使用数量 設計数量

① ② ③ ①*②*③ ①*②

(mm) (m) (m3/m) (m3) (m3)

第3工区 昼間 □3005×2910 36.29 1.01 1.02 37.39 36.65

計 37.39 36.65
③：協会積算資料 P33

-   0.11628
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(3) 充填日数 協会積算資料 P33,39

　充填日数は以下の２式にて算出し、日数の多い方を計上する。
充填日数１＝　 充填材使用量(m3)÷1日当たり充填量（7.2m3）

＝　 37.39 m3    ÷ 7.2 m3/日
＝　 5.19 ≒ 6 日 0

（小数点以下切り上げ）

充填日数２＝　 （既設管高さ(m)－底版更生高さ(m)）
÷1日当たり充填高さ500(㎜)＋1

＝（ 2.91 - 0.095 ）
÷ 0.5 ＋ 1

＝　 6.63 ≒ 7 日 採用
（小数点以下切り上げ）

(4) 充填回数 協会積算資料 P33,39
充填回数＝　 充填日数

＝　 7 回

(5) 実日数・運転日数 協会積算資料 P39
基準数量＝　 充填日数×1日作業時間0.5hr

＝　 3.5 日 小数点0.5単位（切り上げ）

充填機械損料＝　 3.5 日

充填工消耗品費＝　 充填日数　＝ 7 日
発動発電機運転費＝　 基準数量　＝ 3.5 日

(6) エアー抜きパイプ 協会積算資料 P40
エアー抜きパイプ＝　 1 個
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５．本管口仕上工 協会積算資料 P26

管口仕上げ材標準使用量Q＝ （既設管口断面積A-更生管口断面積B）×仕上げ厚さ0.05m
(2箇所当り) ÷2（テーパー）×2箇所×耐酸モルタル比重1825×割増率1.05

＝（ 8.512 -   7.390 ）× 0.05÷2 ×2× 1825 ×1.05
＝ 107.50 kg

1箇所当り 53.75 kg

路線 既設管呼び径 管口仕上工 耐酸ﾓﾙﾀﾙ 耐酸ﾓﾙﾀﾙ
番号 上下流管口 数量 数量

(mm) (箇所) (kg/箇所) (kg)
第3工区 昼間 □3005×2910 2 53.75 107.5

計 2 107.5

６．取付け管口仕上工 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上

(mm) (箇所) (箇所) (箇所)
第3工区 昼間 □3005×2910 0 0

計

７．管理孔口仕上工※ 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ500以上

(mm) (箇所)
第3工区 昼間 □3005×2910 2

計 2
※計上方法は、「取付け管口仕上工」と同じとする。箇所数は管理孔の数とする。

取付管口仕上工

管理孔口仕上工
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８．流入管口仕上工

路線 既設管呼び径
番号 φ500以上

(mm) (箇所)

第3工区 昼間 □3005×2910 0

計
※計上方法は、「取付け管口仕上工」と同じとする。箇所数は管理孔の数とする。

９．付帯工

路線 人孔No.
番号 撤去 設置

(本) (本)
第3工区 昼間 143220120・143220120 6 6

計 6 6

流入管口仕上工

管理孔足掛撤去・設置工
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１．管きょ内洗浄工・調査工

 1.1　施工前本管管きょ内洗浄工・調査工延長

 1.2　土砂処分工

土砂処分量＝本管管きょ延長×閉塞断面積 土砂深＝ 5 ％

 1.3　事前処理工

※止水工・クラック・継手ズレに関しては調査項目破損・クラック、継手ズレ判定A,Bランクを計上。

２．水替工

水替工 台 ※見積書参照
ｍ ※更生延長×2台 新潟市指示

路線 既設管 路線延長 マンホール寸法 管きょ 取付管本数

(m) (本)
番号 呼び径 上 流 下 流 延長

55.28 点検孔 点検孔 55.28

(mm) (m) (m) (m)

0

331路線
SWﾗｲﾅｰ区間 φ1350 6.10 1400×1400 接続部 6.10 0

第8工区　夜間 □2705×2680～2740×3055

61.38 0

本管径 本管管きょ延長 閉塞断面積 土砂処分量

計 61.38

(m) (m2) (m3)

路線 取付管突出（箇所） 本管止水工 取付管口止水工（φ150） 木根／パッキン 継手ズレ モルタル

番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上 （m） （m） （箇所） （箇所） （箇所）

なし 水替えポンプ据付

配管設置撤去工

別 途 計 算
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３．製管工

 3.1 既設管条件

路線 既設管呼び径 既設管実内径 管きょ延長 備考

番号 (mm) (mm) ①(m)
第8工区　夜間 □2705×2680～2740×3055 □2705×2680～2740×3055 55.28 全周

計 55.28

 3.2　更生材使用量

(1) 路線番号 第8工区　夜間 全周

既設管実内径： □2705×2680～2740×3055 mm 更生断面 □2525×2500

1) 鋼製リング 工法協会積算資料 P13,P15
鋼製リング＝ 55.28 m (管きょ延長)・・②

鋼製リング標準使用量＝ 管渠延長(m)÷鋼製リング間隔0.25(m)+1(組)
55.28 ÷0.25　＋ 1 = 223 リング

各部材一周当たり使用枚数＝標準仕上げ内周長(m)÷0.061m(表面部材1枚当たり幅)
9.213 ÷0.061 ＝ 151 枚

2) かん合部材・表面部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各部材使用量＝ 各部材1周当たり使用枚数（枚）×管きょ延長（ｍ）

＝ 151 枚　× 55.28 ｍ
＝ 8,347 ｍ･･･③

3) かん合・表面接続部材使用量 工法協会積算資料 P13,P31
各接続部材使用量＝ 各部材１周当り使用枚数(枚)×(管きょ延長5.0切上げ(m)÷

嵌合部材定尺5.0(m)-1)
＝ 151×(60.0/5.0-1)
＝ 1,661 個・・④
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(2) 更生材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 更生材1 更生材2 更生材3
番号 呼び径 （鋼製リング） （かん合部材） （接続部材）

（表面部材）

① ② ③ ④
(mm) (m) (m) (ｍ) (個)

第8工区　夜間 □2705×2680～2740×3055 55.28 55.28 8,347 1,661

計 55.28 55.28 8,347 1,661

(3) 足場材設置・撤去工
既設渠高-2m 既設渠幅 管きょ延長

（ｍ） （ｍ） （ｍ）
足場材（空ｍ3）＝ 0.680 × 2.705 × 55.28

＝ 101.68 空ｍ3

(4) 曲がり部加工 0 箇所
（屈曲角度が12°以上もしくは曲率半径12m以下）の箇所

　協会積算資料P-46
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４．充填工

(1) 路線番号 第8工区　夜間 全周

既設管実内径： □2705×2680～2740×3055 mm

既設管口断面積A1＝ 7.081 m2

更生管口断面積A2＝ 6.092 m2

1m当り充填材注入量Ａ＝ 既設管口断面積A1-更生管口断面積A2-1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 7.081 -   6.092

＝ 0.88 m3/m (②)
(１m当り嵌合・表面部材断面積：協会積算資料 P40  )

1m当り嵌合･表面部材断面積
＝ 各部材１周当り使用枚数×(かん合部材断面積+表面部材断面積)

＝ 151 ×（2.470×10-4m2＋4.493×10-4m2）

＝ 10.514 ×10-2m3/m

(2) 充填材使用量集計表

路線 既設管 管きょ延長 充填材1m 割増率 充填材 充填材
番号 実内径 当り使用量 使用数量 設計数量

① ② ③ ①*②*③ ①*②

(mm) (m) (m3/m) (m3) (m3)

第8工区　夜間 □2705×2680～2740×3055 55.28 0.88 1.02 49.62 48.65

計 49.62 48.65
③：協会積算資料 P33

-   0.10514
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(3) 充填日数 協会積算資料 P33,39

　充填日数は以下の２式にて算出し、日数の多い方を計上する。
充填日数１＝　 充填材使用量(m3)÷1日当たり充填量（7.2m3）

＝　 49.62 m3    ÷ 7.2 m3/日
＝　 6.89 ≒ 7 日 0

（小数点以下切り上げ）

充填日数２＝　 （既設管高さ(m)－底版更生高さ(m)）
÷1日当たり充填高さ500(㎜)＋1

＝（ 2.68 - 0.090 ）
÷ 0.5 ＋ 1

＝　 6.18 ≒ 7 日 採用
（小数点以下切り上げ）

(4) 充填回数 協会積算資料 P33,39
充填回数＝　 充填日数

＝　 7 回

(5) 実日数・運転日数 協会積算資料 P39
基準数量＝　 充填日数×1日作業時間0.5hr

＝　 3.5 日 小数点0.5単位（切り上げ）

充填機械損料＝　 3.5 日

充填工消耗品費＝　 充填日数　＝ 7 日
発動発電機運転費＝　 基準数量　＝ 3.5 日

(6) エアー抜きパイプ 協会積算資料 P40
エアー抜きパイプ＝　 1 個
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５．本管口仕上工 協会積算資料 P26

管口仕上げ材標準使用量Q＝ （既設管口断面積A-更生管口断面積B）×仕上げ厚さ0.05m
(2箇所当り) ÷2（テーパー）×2箇所×耐酸モルタル比重1825×割増率1.05

＝（ 7.081 -   6.092 ）× 0.05÷2 ×2× 1825 ×1.05
＝ 94.76 kg

1箇所当り 47.38 kg

路線 既設管呼び径 管口仕上工 耐酸ﾓﾙﾀﾙ 耐酸ﾓﾙﾀﾙ
番号 上下流管口 数量 数量

(mm) (箇所) (kg/箇所) (kg)

第8工区　夜間 □2705×2680～2740×3055 2 47.38 94.76

計 2 94.8

６．取付け管口仕上工 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ200以下 φ200超～φ500未満 φ500以上

(mm) (箇所) (箇所) (箇所)

第8工区　夜間 □2705×2680～2740×3055 0 0

計

７．管理孔口仕上工※ 協会積算資料 P28

路線 既設管呼び径
番号 φ500以上

(mm) (箇所)

第8工区　夜間 □2705×2680～2740×3055 1

計 1
※計上方法は、「取付け管口仕上工」と同じとする。箇所数は管理孔の数とする。

取付管口仕上工

管理孔口仕上工
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８．流入管口仕上工

路線 既設管呼び径
番号 φ500以上

(mm) (箇所)

第8工区　夜間 □2705×2680～2740×3055 1 流出管BOX2700

1 流入管φ1350

1 流入管BOX1800

1 流入管φ1200

計 4

９．付帯工

路線 人孔No.
番号 撤去 設置

(本) (本)

第8工区　夜間 143220040 8 8

計 8 8

流入管口仕上工

管理孔足掛撤去・設置工
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止水工　設計使用量

　異常箇所集計表（本管部）【Y字管工法】 補助
内　　　容
浸入水a・b
浸入水a・b
浸入水a・b

合　計

　異常箇所集計表（取付管口部）【Y字管工法】　補助
内　　　容

管口侵入水a,b
管口侵入水a,b
管口侵入水a,b

合　計

　異常箇所集計表（取付管内部）【パッカー工法】　単独
内　　　容
浸入水a・b
浸入水a・b

合　計

　止水工数量表
内　　容

本管Y字管注入工
本管Y字管注入工
取付管口注入工
取付管口注入工
取付管内注入工
取付管内注入工

　Y字管注入工法　標準薬液注入量　補助

内　容

本管部
φ1350mm
取付管口部

取付管（Φ150㎜）
取付管口部

取付管（Φ200㎜）

　Y字管注入工法　止水セメント量　補助

内　容

本管部
φ1350mm
取付管口部

取付管（Φ150㎜）
取付管口部

取付管（Φ200㎜）

　　パッカー注入工法　標準薬液注入量　単独

内　容

取付管内部
φ150㎜

取付管内部
φ200㎜

積算計上値

部　位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考
第3工区 11.21 0 0 全路線

331路線 4.24 1 4.2 全路線 331路線　夜間
45.20

部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考
取付管口部（φ150） 0.47 0 0 全路線 第３工区　昼間

取付管口部（φ200） 0.63 0 0 全路線
0

取付管内部（φ150） 0.47 0 全路線

0.00

部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 路　線 備　　考

当初数量 単位 補・単 備　考 適用

取付管内部（φ200） 0.63 0 全路線

0.00 m 補助 Y字管工法 管口部（φ150）

0

単独 パッカー工法 取付管口部（φ150）
0 箇所 単独 パッカー工法 取付管口部（φ200）

本管標準
ｍ当り注入量
（L/m)

1日当り
作業量
（ｍ)

1日当り
注入量
（L)

適用

65.36 15 980.4 下水道施設維持管理積算要領2020 p131

79.55 18 1431.9 下水道施設維持管理積算要領2020 p131

65.76 18 1183.6 下水道施設維持管理積算要領2020 p131

本管標準
ｍ当り使用量
（kg/m)

1日当り
作業量
（ｍ)

1日当り
止水セメント使用量

（L)
適用

5.23 15 78.5 下水道施設維持管理積算要領2020 p133

3.14 18 56.5 下水道施設維持管理積算要領2020 p133

3.14 18 56.5 下水道施設維持管理積算要領2020 p133

本管標準
箇所当り注入量
（L/箇所)

1日当り
作業量
（箇所)

1日当り
注入量
（L)

備　　考

75 13 975.0 下水道施設維持管理積算要領2020 p127

日当り作業量「本管目地：管径
200mm」を準用
下水道施設維持管理積算要領
2020 p124

83 13 1079.0 下水道施設維持管理積算要領2020 p127
下水道施設維持管理積算要領
2020 p124

第8工区 10.25 4 41 全路線

取付管口部（φ150） 0.47 0 0

第８工区　夜間

4.20 m 補助 Y字管工法 管渠管径800mm～1350mm（既設管φ1350）

41.00 m 補助 Y字管工法

全路線 第８工区　夜間

備　　考
第８工区　夜間
331路線　夜間

1350mm超（box部）

0.00 m 補助 Y字管工法 管口部（φ150）
0 箇所
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　　【注入量計算】

本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）2-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )2 -
2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133
β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）2-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )2 -
2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133
β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

　　　①注入量計算【Y字管工法】　本管φ1350
1.35
0.103
4.24
1.556
0.3
0.6

1.556 0.6 1.56 0.6
1.04954327
1.05

0.4
0.6
0.1

1.05 0.4 0.6 0.1 1000
277.2000
277.2

277.2
65.36

　　　②注入量計算【Y字管工法】　本管φ1200
1.2
0.095
3.77
1.39
0.3
0.6

1.39 0.6 1.39 0.6
0.95567249
0.956

0.4
0.6
0.1

0.956 0.4 0.6 0.1 1000
252.3840
252.384

252.384
66.95
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本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）2-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )2 -
2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133
β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量 = L 管口のため注入量1/2

１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）2-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )2 -
2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133
β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量 = L 管口のため注入量1/2

１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長

　太平洋アロフィクスMC-2号の標準配合

　1セット当りの標準配合

　　　③注入量計算【Y字管工法】　取付管φ150
0.15
0.026
0.47
0.202
0.3
0.6

0.202 0.6 0.2 0.6
0.28387431
0.284

0.4
0.6
0.1

0.284 0.4 0.6 0.1 1000
74.9760
74.976

74.976
37.488
79.55

　　　④注入量計算【Y字管工法】　取付管φ200
0.2
0.027
0.63
0.254
0.3
0.6

0.254 0.6 0.25 0.6
0.31327962
0.313

0.4
0.6
0.1

0.313 0.4 0.6 0.1 1000
82.6320
82.632

82.632
41.316
65.76

配合（400L)
A液（200L) B液（200L)

太平洋アロフィクスMC 100kg 太平洋アロフィクスSS 100kg
MCヘルパー 1kg GT調整剤 2.5kg

水 166kg 水 112kg

配合（80L)
A液（40L) B液（40L)

太平洋アロフィクスMC 20kg 太平洋アロフィクスSS 20kg
MCヘルパー 0.2kg GT調整剤 0.5kg

水 33.2kg 水 22.4kg
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止水工(ボックスカルバート)第８工区　夜間

①注入対象土量の算定
Ｖ ： 注入対象土量 ｍ３ 2020下水道施設維持管理積算要領　P132
Ｄ ： 長さ ｍ 1mとする
Ｈ ： 注入厚 ｍ 2020下水道施設維持管理積算要領　P132
Ｌ ： 注入幅 ｍ 2020下水道施設維持管理積算要領　P132

Ｖ ＝ Ｌ × Ｄ × Ｈ

＝ 0.6 × 1.0 × 0.3
＝
＝ ｍ３ 小数第３位四捨五入

②標準注入量の算定
Ｑ ： 標準注入量  2020下水道施設維持管理積算要領　P133
ｎ ： 土の間隙率 ％ 2020下水道施設維持管理積算要領　P133
α ： 充てん率 ％ 2020下水道施設維持管理積算要領　P133
β ： 損失係数 2020下水道施設維持管理積算要領　P133

Ｑ ＝ Ｖ × ｎ × α × （ 1 ＋ β ） ×
＝ 0.18 × 0.4 × 0.6 × （ 1 ＋ 0.1 ） ×
＝

③止水材使用量
w 設計数量 m 4箇所×周長10.25
w1 単位長当り止水材料 kg/m 2020下水道施設維持管理積算要領　P133
１日あたり作業量 m/日 2020下水道施設維持管理積算要領　P131 管径1500以上
ＷＳ １日標準作業量あたり止水材使用量 kg w1×1日あたり作業量

④Ｙ字管注入工法　標準薬液注入量
１日あたり作業量 m/日 2020下水道施設維持管理積算要領　P131 管径1500以上
ＷＴ １日あたり注入量 ＝ Ｑ × １日あたり作業量m/日

＝ ×
＝ 855.36

41.00
5.23

18
94.14

18

47.52 18

40
60
0.1

1000
1000

47.52

1.0
0.3
0.6

0.180
0.18
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作業日数表

日数 人工 人数 日数 人工 人数

（日） （人/日） （人） （日） （人/日） （人）

見積

管渠内洗浄工 0.5日 36.29m 36.29(m)÷80(m/日)≒0.45(日) 6m2超え 1.9 1.0 0.5 0.5 3
9m2以下

協会標準積算資料

管渠内調査工 0.6日 36.29m 36.29(m)÷60(m/日)≒0.6(日) P30 1.9 1.1 0.6 0.6 3

前処理工

小　　計 1.5日 2.5日 1.5日

施工延長100m未満 協会標準積算資料

鋼製リング組立工 3.2日 36.29m 71.2(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×36.29(m)≒3.2(日) P31,17 1.9 6.1 3.2 3.2 3

協会標準積算資料

アンカー工 36.29m 鋼製リング組立工に含む P31

□3005×2910 ,167枚で算出 協会標準積算資料

かん合・表面部材組立工 5.0日 36.29m P32,18 1.9 9.5 5.0 5.0 3

使用枚数167枚
167枚に最も近い3000mmの値を使用
90.0÷144=0.625hr/枚(100m当たり)
0.625×167＝104.38hr/枚(100m当たり)

104.38hr÷100m×36.29m=37.88hr(当該延長当り)
37.88hr÷8＝4.735　≒　5.0日(100m未満のため0.5日単位繰り上げ)

協会標準積算資料

充てん設備工 7回 充てん工に含む P32

①充てん量による算出　6日 協会標準積算資料

充てん工 7日 36.29m ②充てん高による算出　7日 P33 1.9 13.3 7 7.0 3
※①、②の大きい方を算出

協会標準積算資料

混練工 7回 充てん工に含む P47

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0箇所 0(箇所)÷3(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0 0.0 3

φ200以下

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0箇所 0(箇所)÷2(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0 0.0 3

φ200超～500未満

協会標準積算資料

管理孔口仕上げ工 2.0日 2箇所 2(箇所)÷1(箇所/日)≒2(日) P34 1.9 3.8 2.0 2.0 3

500以上

協会標準積算資料

流入管口仕上げ工 0.0日 0箇所 P34 1.9 0.0 0.0 0.0 3

500以上

協会標準積算資料

管口仕上げ工 1.0日 2箇所 2(箇所)÷2(箇所/日)≒1(日) P33 1.9 1.9 1.0 1.0 3

１００空m3あたり

足場材設置・撤去工 2.6日 99空m3 2.6÷100×99 世話役2.60人 1.9 4.9 2.6 2.6 3
見積

補助・本管更生工

小　　計 21.0日 39.5 21.0

日本下水道協会

本管止水工 0.0日 0.00m 0.00(m)÷18(m/日)≒0(日) P131 1.9 0.0 0.0 0.0 3

日本下水道協会

取付管口止水工 0.0日 0.00m 0.00(m)÷18(m/日)≒0(日) P131 1.9 0.0 0.0 0.0 3

補助・止水工

小　　計 0.0日 0.0 0.0

合　計 22.5日 42.0 22.5 21.90 0

※水替・換気日数内訳 ↓ ↓ ↓

直接工事費 21.0日

準備工（補助） 1.5日 22.5日 22.0日 ×3 66.0人日 ×3 0.0人日

準備工（単独） 0.0日
更生延長 36.29 m

交通誘導員(単独)

計　算　式 該当頁
不稼働
係数

(雨天時考慮)

供用日数
（日）

換気日数
（日）

交通誘導員(補助)

第3工区　既設管径：□3005×2910（仕上径：□2815×2720)

工　種　．　工　程
日　数
(実稼働)

数　量
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作業日数表

日数 人工 人数 日数 人工 人数

（日） （人/日） （人） （日） （人/日） （人）

見積

管渠内洗浄工 0.8日 61.38m 61.38(m)÷80(m/日)≒0.8(日) 6m2超え 1.9 1.5 0.8 0.8 5
SWライナー工法区間含 9m2以下

協会標準積算資料

管渠内調査工 1.0日 61.38m 61.38(m)÷60(m/日)≒1(日) P30 1.9 1.9 1.0 1.0 5
SWライナー工法区間含

前処理工

小　　計 2.0日 3.5日 2.0日

協会標準積算資料

鋼製リング組立工 4.9日 55.28m 71.2(hr)÷8.0(hr/日)÷100（m）×55.28(m)≒4.9(日) P31,17 1.9 9.3 4.9 4.9 5

協会標準積算資料

アンカー工 55.28m 鋼製リング組立工に含む P31

□2705×2680～2740×3055 ,151枚で算出 協会標準積算資料

かん合・表面部材組立工 7.0日 55.28m P32,18 1.9 13.3 7.0 7.0 5
使用枚数151枚

151枚に最も近い3000mmの値を使用
90.0÷144=0.625hr/枚(100m当たり)
0.625×151＝94.38hr/枚(100m当たり)

94.38hr÷100m×55.28m=52.17hr(当該延長当り)
52.17hr÷8＝6.521　≒　7.0日(100m未満のため0.5日単位繰り上げ)

協会標準積算資料

充てん設備工 7回 充てん工に含む P32

①充てん量による算出　7日 協会標準積算資料

充てん工 7日 55.28m ②充てん高による算出　７日 P33 1.9 13.3 7 7.0 5
※①、②の大きい方を算出

協会標準積算資料

混練工 7回 充てん工に含む P47

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0箇所 0(箇所)÷3(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0 0.0 5

φ200以下

協会標準積算資料

取付管口仕上げ工 0.0日 0箇所 0(箇所)÷2(箇所/日)≒0(日) P34 1.9 0.0 0.0 0.0 5

φ200超～500未満

協会標準積算資料

管理孔口仕上げ工 1.0日 1箇所 1(箇所)÷1(箇所/日)≒1(日) P34 1.9 1.9 1.0 1.0 5

500以上

協会標準積算資料

流入管口仕上げ工 4.0日 4箇所 4(箇所)÷1(箇所/日)≒4(日) P34 1.9 7.6 4.0 4.0 5

500以上

協会標準積算資料

管口仕上げ工 1.0日 2箇所 2(箇所)÷2(箇所/日)≒1(日) P33 1.9 1.9 1.0 1.0 5

１００空m3あたり

足場材設置・撤去工 2.7日 102空m3 2.6÷100×102 世話役2.60人 1.9 5.1 2.7 2.7 5
見積

補助・本管更生工

小　　計 28.0日 52.5 28.0

第3工区　BOX 日本下水道協会

本管止水工 2.3日 41.00m 41.00(m)÷18(m/日)≒2.3(日) P131 1.9 4.4 2.3 2.3 5

Ｙ字管工

331路線　φ1350 日本下水道協会

本管止水工 0.3日 4.20m 4.20(m)÷15(m/日)≒0.3(日) P131 1.9 0.6 0.3 0.3 5

Ｙ字管工

日本下水道協会

取付管口止水工 0.0日 0.00m 0.00(m)÷18(m/日)≒0(日) P131 1.9 0.0 0.0 0.0 5
φ150・Ｙ字管工

補助・止水工

小　　計 3.0日 5.0 3.0

合　計 33.0日 61.0 33.0 32 0

※水替・換気日数内訳 ↓ ↓ ↓

直接工事費 31.0日

準備工（補助） 2.0日 33.0日 32.0日 ×5 160.0人日 0.0日 ×5 0.0人日

準備工（単独） 0.0日
更生延長 55.28 m

不稼働
係数

(雨天時考慮)

供用日数
（日）

換気日数
（日）

交通誘導員(補助) 交通誘導員(単独)

第8工区　既設管径：□2705×2680～2740×3055（仕上径：□2525×2500)

工　種　．　工　程
日　数
(実稼働)

数　量 計　算　式 該当頁
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万代排水区栗ノ木分区万代幹線管更生工事（第３・第８工区）

既設断面　φ1350mm　

数量計算書　SWライナー工法

令和　6年　7月

設計書_R6-西下第4号-万代排水区栗ノ木分区万代幹線管更生工事（第３・第８工区）



製管工（SWライナー工法） 夜間施工

更生材料
ストリップ 既設管径φ 製管内径φ ｍ

製管
製管工 ｍ
ストリップ接続工 箇所

充てん
管内注入管材 箇所
支保材 箇所
注入管・排管取付工 スパン
取付管口仮穿孔工 箇所
浮上対策工・支保工設置撤去工 箇所
注入工 m3
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日

仕上げ
本管口仕上げ工(上下流２箇所) 箇所
取付管口仕上げ工 箇所
マンホール底部仕上げ工（上流人孔） ㎡
管口仕上時バイパス堰設置撤去工 （上下流２箇所） 箇所

仮設備
仮設備設置撤去工 回
仮製管作成工 回
製管機搬入組立工 回
製管機撤去工 回

機械器具損料
製管ユニット時間当たり器具損料 時間
製管ユニット供用日当たり器具損料 日
製管ゲージ時間当たり器具損料 時間
製管ゲージ供用日当たり器具損料 日
発動発電機日当たり器具損料 日
発動発電機供用日当たり器具損料 日

換気工
換気設備工
送風機運転工（直工） 日
送風機運転工（準備工） 日

付帯工
本管洗浄工（準備費） 施工延長60m以下 式
本管調査工（準備費） 施工延長60m以下 式

管内接合工
接合部仕上げ工 箇所
内面バンド設置工 箇所

交通管理工
交通誘導員 配置人員（交代要員含む） 3 人 人

C6-140-12

φ250

1

331路線【補助】

0

1250 199.155

6.10

0

3
1

1

0

1

1
1

φ150
φ200 0

0

2

2

0

0.0

1

1350

2
0

2.538

8.5

1

1

6

25.5

1

3

6

1

0
0

パルテムフローリング工法にてまとめて積算
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基本条件
既設管径 ㎜

Ｌ 製管延長合計 ｍ
スパン１ ｍ

施工スパン数 1

ストリップ計上延長（Ｌ＋0.5×2） ｍ

ストリップ
製管内径 ㎜
製管ゲージ
ストリップ種類 （原則、Cタイプを使用）
ストリップ高さ　ｈ ㎜
有効幅　Ｗ ㎜
厚さ　ｔ ㎜
中立軸高さ　Ｙｇ ｍ
１ドラム当たりのストリップ延長 ｍ

製管
製管外径 ㎜
管長１ｍ当たりのストリップ長さ ｍ/ｍ

製管速度 ｍ/分

１日当たりの製管延長 ｍ/日

初日に使用するドラム数　ＤＦ 個

１日に使用するドラム数　Ｄ１ 個

充てん
管内注入管材　（スパン毎製管延長が、審査証明の施工延長を超える場合必要） 箇所

浮上対策工
設置箇所数 箇所

供用日数 日/箇所

止水セメント厚さ ｍ
１日あたり注入量 m3/日

割増率　α
取付管 箇所

取付管 箇所

取付管 箇所

取付管合計箇所数 箇所

取付管用止水プラグ損料 供用日

仕上げ
管口仕上げ時 設置撤去工 箇所

管口仕上時バイパス堰 供用日数 日
本管口仕上工 箇所

支保工

2023積算資料P45~48

2023積算資料P26

2023積算資料P15
28.05
0.427

2023積算資料P8

25.0

2023積算資料P352

2023積算資料P41,42
0.375

2023積算資料P21

2.3

2.98

2023積算資料P23

2023積算資料P45~48

3

0

1.10

2023積算資料P2~3
2023積算資料P2~3
2022.11協会問い合わせ

0.375

2023積算資料P28

2022.11協会問い合わせ

2023積算資料P15

0

3.00 2023積算資料P28

バイパス堰

0
0
0

2

0.05

0

1350

6.10
6.10

夜間施工

1250

C6-140-12

2023積算資料P9

スパン

2023積算資料P9

2023積算資料P8

Set6

7.10

0.01140

2023積算資料P8

φ250

注入管・排水管取付時バイパス堰 2023積算資料P34

φ150
φ200

支保工

3.0

184

1300

140.0

950

2023積算資料P9

2023積算資料P8
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マンホール底部仕上げ
上流マンホール　内径d1 ｍ 1400×1400人孔
下流マンホール　内径d2 ｍ （万代幹線との接続）

機械器具損料
１日あたり製管時間 時間

供用日係数 1.00 2023積算資料P54

1.4
0

6 2023積算資料P54
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数量計算

1.ストリップ延長 2023積算資料P9

ストリップ延長は、次式により算出する。

※ストリップ延長は、管路延長＋余長1.0ｍ（端部0.5×2）とし、スパン毎に計上する。

ｌ＝π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ

ｌ：ストリップ延長（ｍ） ストリップ種類

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌ＝ π × × （ ＋ 1.0 ） ÷

= ｍ （小数点第４位四捨五入）

2.ストリップジョイナー使用量（ストリップ接続工） 2023積算資料P20

ストリップ接続箇所数は、次式により算出する。

１）通常施工（分割施工しない場合）

Ｊ＝（π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ）÷ｌＤ－１＋（ｎ－１）

※端数切り上げ整数とする。

　製管日数ｎ＝１でストリップ接続箇所数Ｊが０以下となった場合は、Ｊ＝０とする。

２）分割施工する場合

Ｊ＝（π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ）÷ｌＤ－１

※端数切り上げ整数とする。

　製管日数ｎ＝１でストリップ接続箇所数Ｊが０以下となった場合は、Ｊ＝０とする。

ｊ：ストリップ接続箇所数（箇所） ストリップ種類 C6-140-12

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌＤ：１ドラム当りストリップ延長（ｍ） １ドラム当りストリップ延長　ｌＤ ｍ

ｎ：製管日数（日）＝仮設備設置撤去回数 製管日数　ｎ 日

・通常施工（分割施工しない場合）のストリップ接続箇所数

Ｊ＝ （ π × × （ ＋ 1 ） ÷ ）÷

－ 1 ＋ （ 1 － 1 ）

= ≒ （端数切上整数）

・分割施工する場合のストリップ接続箇所数

Ｊ＝ （ π × × （ ＋ 1 ） ÷ ）÷ － 1

= ≒ （端数切上整数）

0.140

1.250

6.10

9501.250 6.10

0.140

1.250

1.250 0.140

-0.790 0

箇所

箇所

0.140

-0.790

1.250 6.10

199.155

950

6.10

6.10

0

0.140

950

C6-140-12

1

※施工延長が2021積算資料p63 表5-11-1の施工延長を超える場合に任意で適用
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3.製管日数（仮設備設置撤去回数） 2023積算資料P44

製管日数は次式により算出する。

ｎ＝｛（ｌ÷ｌＤ）－ＤＦ｝÷Ｄ１＋１日

ｎ：製管日数（日） ストリップ種類

ｌ：ストリップ延長（ｍ） ストリップ延長　ｌ ｍ

ｌＤ：１ドラム当りストリップ延長（ｍ） １ドラム当りストリップ延長　ｌＤ ｍ

ＤＦ：初日に使用するドラム数（個） 初日に使用するドラム数　ＤＦ 個

Ｄ１：１日に使用するドラム数（個） １日に使用するドラム数　Ｄ１ 個

製管日数は

ｎ ＝ ｛ （ ÷ ） － ｝ ÷ ＋ 1

＝ ≒ 日 （端数切上整数）

4.注入工

注入工の数量は、次式により算出する。 2023積算資料P28

Ｑ＝π｛Ｄ２－（ｄ＋Ｙｇ×２）２×Ｌ×α÷４

Ｑ：充てん材体積（ｍ３） ストリップ種類

Ｄ：既設管径（ｍ） 既設内径　Ｄ ｍ

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｙｇ：中立軸高さ（ｍ） 中立軸高さ　Ｙｇ ｍ

Ｌ：管路延長（ｍ） 管路延長　Ｌ ｍ

α：割増率（1.10を標準とする。） 割増率　α

注入工の数量は

Ｑ ＝ π × ｛ 2 － （ ＋ × 2 ） 2 ｝

× × ÷ 4

＝ ≒ m3 （端数切上整数）

注入工日数 ＝ Ｑ ÷ １日あたり注入量 ＝ ÷

＝ ≒ 日 （端数切上整数） ※注入最低日数 4 日

5.管口仕上工

5-1　注入管・排管取付工における止水セメントの数量は、次式により算出する。 2023積算資料P23

Ｖ＝π（Ｄ2－ｄ2）×ｔ÷4

Ｖ：止水セメント体積（m3/箇所）

Ｄ：既設管径（ｍ） 既設管径　Ｄ ｍ

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｔ：止水セメント厚さ（ｍ） 止水セメント厚さ　ｔ ｍ

Ｖ ＝ π （ 2 － 2 ） × ÷ 4

＝ m3/箇所 （小数点第４位四捨五入）

5-2　本管口仕上における止水セメントの数量は、5-1の方法と同様に算出する。 2023積算資料P36

Ｖ ＝ m3/箇所 （小数点第４位四捨五入）

199.155 950 2.3 2.98

950

1.350

1.250

0.050

2.3

1.250

6.10

1.350

0.01

0.050

0.299

1.250

0.01140

1.350

0.01

0.0114

6.10 1.1

1.10

1.350 1.25

2

C6-140-12

C6-140-12

1.0671 3.00

0.3557 1

1.06707

2.98

1

199.155
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6.マンホール底部仕上工

マンホール底部仕上工の数量は、次式により算出する。 2023積算資料P40

※１か所目（上流MH⇒施工対象）

Ａ2＝（π×ｄ1
2÷4－ｄ×ｄ1）＋（π×ｄ÷2×ｄ1）

Ａ2：上塗りモルタル面積（㎡）

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｄ1：マンホール内径（ｍ） マンホール内径　ｄ1 ｍ

Ａ2＝ （ π × 2 ÷ 4 － × ）

＋ （ π × ÷ 2 × ）

＝ ㎡ （小数点第４位四捨五入）

Ⅴ２＝Ａ２×ｈ

Ｖ2：上塗りモルタル体積（m3）

ｈ：ストリップ高さ（ｍ） ストリップ高さ ｍ

Ⅴ２＝ × ＝ m3 （小数点第３位四捨五入）

※２か所目（下流MH⇒施工対象外）

Ａ2＝（π×ｄ1
2÷4－ｄ×ｄ1）＋（π×ｄ÷2×ｄ1）

Ａ2：上塗りモルタル面積（㎡）

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｄ1：マンホール内径（ｍ） マンホール内径　ｄ2 ｍ

Ａ2＝ （ π × 2 ÷ 4 － × ）

＋ （ π × ÷ 2 × ）

＝ ㎡ （小数点第４位四捨五入）

Ⅴ２＝Ａ２×ｈ

Ｖ2：上塗りモルタル体積（m3）

ｈ：ストリップ高さ（ｍ） ストリップ高さ ｍ

Ⅴ２＝ × ＝ m3 （小数点第３位四捨五入）

7.仮製管作成工　ストリップ延長

仮製管延長は、1m分計上する。 2023積算資料P50

ｌ＝π×ｄ×Ｌ÷Ｗ 2023積算資料P9

ｌ：仮製管ストリップ延長（ｍ） ストリップ種類

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌ＝ π × × ÷

= ｍ （小数点第４位四捨五入）

1.4001.250

1.250

1.400

1.400 1.4001.250

0.025

2.538

0.000

0

0.025

2.538 0.025 0.06

1.250

1.00

1.250

0.000

0.000 1.250 0.000

1.250

0.140

1.250 0.140

28.050

0 0.025 0

C6-140-12

1.00
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8.機械器具損料 2023積算資料P54

製管ユニット時間当たり器具損料（時間）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×１日当たり製管時間（６時間）

＝ 1 × 1 × 6 ＝ 時間

製管ユニット供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

製管ゲージ時間当たり器具損料（時間）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×１日当たり製管時間（６時間）

＝ 1 × 1 × 6 ＝ 時間

製管ゲージ供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

発動発電機日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）

＝ 1 × 1 ＝ 日

発動発電機供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

1

1

6

1

6

1
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ＳＷライナー工法 日進量算定表 2023積算資料P56

本管洗浄工 2023積算資料P57

管内洗浄工 標準作業量 80 70 60

.00日 施工延長 ｍ 既設管径 ㎜ 施工延長60ｍ以下は1日計上

本管洗浄工 2023積算資料P57

管内調査工 標準作業量 80 70 60

.00日 施工延長 ｍ 既設管径 ㎜ 施工延長60ｍ以下は1日計上

製管機準備工・製管工 2023積算資料P44

製管準備・製管工

1.00日

ストリップ接続工 2023積算資料P20

ストリップ接続工 ストリップ接続工 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

0.00日

製管機撤去工

製管機撤去工 製管機撤去工 回 1日当たり回数 回/日

0.13日

管内接続工 2023積算資料P60~61

接合部仕上工 既設管径 mm ｍ 1日当たり箇所数 3 箇所

0.00日

内面バンド設置工 既設管径 mm 標準施工延長 ｍ 1日当たり箇所数 4 箇所

0.00日

取付管仮穿孔工 2023積算資料P24~25

取付管仮穿孔工 取付管 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

0.00日

注入管・排水管取付工（管口・管内） 2023積算資料P33~34
取付時バイパス堰設置撤去工

（管口）
取付時バイパス堰設置撤去工（管口） 箇所

0.50日 1日当たり箇所数 箇所

2023積算資料P22
注入管・排水管取付工

（管口）
2.0 3.0 4.0

0.38日 施工スパン数 1

注入管・排水管取付工
（管内）

0.00日

浮上対策工 2023積算資料P26

支保工 支保工設置撤去工（管口） 箇所

0.13日 1日当たり箇所数 箇所

充てん工 2023積算資料P27~28

充てん工 注入量 m3 1日当たり注入量 m3/日

4.00日 ※充てん日数の最小日数は 日（2022.12協会問い合わせ）

管口仕上げ時止水プラグ又はバイパス堰設置撤去工 2023積算資料P41~42
管口仕上時バイパス堰設置撤

去工
管口仕上時バイパス堰設置撤去工 箇所

0.50日 1日当たり箇所数 箇所

仕上げ工 2021積算資料P35~38

本管口仕上工 2.0 3.0 4.0

0.75日 管口仕上 箇所

取付管口仕上工 取付管 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

0.00日

2023積算資料P39

マンホール底部仕上工 マンホール底部仕上 ㎡ 1日当たり作業面積 ㎡/日

0.85日

合計

8.24

6.1

900㎜未満 ｍ/日 900～1000未満 ｍ/日 ｍ/日

0.00

4.00

120

24

1

0.01超え0.02以下

1000以上 ｍ/日

6.10

0.00 10

900㎜未満 ｍ/日 900～1000未満

1000以上

ｍ/日

1350

標準作業量
(止水ｾﾒﾝﾄ）

0 8

2

時間 0.02超え

4

0.01m3以下

8

0 8

2.538 3.0

2

4

1000未満

1.06707

1350

時間

2

1500以上

時間

スパン

3

時間

時間 1000以上1500未満 時間

120

3.00

標準作業量
(既設管径）

標準施工延長1350

管内洗浄工 と 管内調査工 は
ﾊﾟﾙﾃﾑﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ工法でまとめて積算
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